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体験の縁取り ―乳幼児ふれあい体験における学びから 




Edging the Experience with Utterance: 































＊    浜松学院大学（心理学／社会心理学） 
＊＊    青山学院大学（社会情報学部 助教）（心理学／臨床社会心理学） 
＊＊＊   文京学院大学（人間学部 准教授）（心理学／社会心理学） 
＊＊＊＊   白百合女子大学（生涯発達研究教育センタ  ー研究員）（心理学／発達心理学） 
＊＊＊＊＊  松山東雲短期大学（保育科 講師）（心理学／発達心理学） 
浜松学院大学研究論集 








いる（cf. Brown, Collins, & Duguid, 1988；Engestrom, 1995；Wertsch, 1998；Wood, Bruner, & Ross, 
1976）。 
 また、学校で展開される教授学習にたいして、日常の学びの特徴を明らかにしようとす
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